
若
手
句
会
実
況
中
継 

平
成
31
年
2
月
８
日
（
金
） 

 
 

 
指
導
者
：
今
井 

聖
氏
・
西
山 

睦
氏 

 
 
 
 

出
席
者
数 

26
名 

 

高
得
点
句 

１
位 

北
窓
を
開
き
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
砕
き 

 
 
 

伊
藤 

麻
美 

 

９
点 

（
受
講
生
８
点
、
西
山
選
） 

 

講
評
：「
北
窓
を
開
き
」
は
視
界
が
開
け
春
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら 

れ
、「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
砕
き
」
に
は
、
具
体
的
な
行
為
が
示
さ
れ
て
い 

て
上
手
い
。（
西
山
）「
北
窓
を
開
き
」
に
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
砕
き
」
は 

動
く
か
な
と
最
初
は
思
っ
た
が
、
北
窓
を
明
け
る
際
の
釘
を
外
す
荒
々 

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
砕
く
の
と
重
な
り
よ
い
。
（
今
井
） 

 

２
位 

縄
跳
び
の
腰
の
セ
ー
タ
ー
巻
き
直
す 

 
 
 

菅
原 

晋
也 

 

７
点 

（
受
講
生
６
点
、
今
井
選
） 

 

講
評
：
描
写
が
客
観
的
で
上
手
く
い
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
描
写
だ
け
の
「
た 

だ
ご
と
」
以
上
に
な
に
か
気
づ
き
が
あ
る
か
。
ポ
イ
ン
ト
の
強
調
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。「
縄
跳
び
」
が
可
愛
い
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。（
今
井
） 

 

３
位 

石
段
と
歩
幅
の
合
は
ぬ
二
月
か
な 

 
 

 
 

千
葉 

ま
ど
か 

６
点 

（
受
講
生
５
点
、
今
井
選
） 



講
評
：
普
段
な
ら
、
す
た
す
た
行
け
る
は
ず
の
石
段
が
、
上
手
く
か
み
合
わ
な

い
感
じ
が
出
て
い
る
。
し
か
し
本
当
に
「
二
月
」
で
い
い
の
か
。
他
の
月

は
ど
う
か
。
二
月
で
も
合
う
と
い
う
こ
と
で
い
た
だ
く
。（
今
井
） 

 

３
位 

大
空
を
動
か
し
て
ゐ
る
ラ
ガ
ー
マ
ン 

 
 

大
木 

雪
香 

 
 

６
点 

 
 

 
 

（
受
講
生
５
点
、
西
山
選
） 

 

講
評
：
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
動
き
に
大
空
の
動
き
を
感
じ
た
の
が
い
い
。
（
西
山
） 

 
 

 
 

一
句
の
内
容
は
、
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
本
意
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
ラ
ガ 

ー
マ
ン
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
言
う
の
で
は
普
通
過
ぎ
る
。 

（
今
井
） 

 ５
位 

干
鰈
黙
も
て
妻
と
む
し
り
あ
ふ 

 
 

 
 

吉
田 

哲
二 

 
 

５
点 

（
受
講
生
４
点
、
今
井
選
） 

講
評
：
一
枚
の
鰈
を
黙
っ
て
む
し
り
あ
う
姿
の
テ
ー
マ
は
、
愛
か
、
倦
怠
感
か
。

「
愛
」
が
テ
ー
マ
だ
と
す
る
と
倫
理
的
通
念
で
つ
ま
ら
な
い
。（
今
井
） 

 

５
位 

サ
イ
レ
ン
の
音
に
な
り
た
る
余
寒
か
な 

 

折
原 

真
理
恵 

 

５
点 

 
 

 
 

 
 

（
受
講
生
４
点
、
西
山
選
） 

 

講
評
：
何
の
音
か
分
か
ら
な
か
っ
た
音
が
だ
ん
だ
ん
と
サ
イ
レ
ン
の
音
に
な

っ
た
と
い
う
「
な
り
た
る
」
と
い
う
断
定
が
よ
い
。「
余
寒
か
な
」
で
一

句
に
エ
ッ
ジ
が
立
っ
た
。
（
西
山
） 


